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第
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ト
ピ

ツ
ク
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当
日
は
、京
都
弁
ラ
ジ
オ
体
操
が
参
加
者

の
心
と
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。
１
組
か
ら
間

隔
を
あ
け
、順
次
枝
垂
れ
桜
咲
く
公
園
を
ス

ダ
ー
ト
。
〕販
初
の
ダ
イ
ズ
は
、
東
小
川
児
童

セ
ン
タ
ー
で
す
。
早
速
ダ
イ
ズ
で
仲
間
と
頭

の
体
操
。樋
の
回
へ
向
か
う
農
道
川
沿
い
の

畔
に
咲
く
黄
色
の
ラ
ッ
パ
水
仙
が
青
い
空

と
緑
の
麦
穂
に
映
え
ま
す
。北
に
樋
の
□
の

集
落
と
讃
岐
富
士
を
望
む
眺
め
は
法
の
郷

三
景
の

一
つ
。
そ
し
て
県
道
を
越
え
「水
辺

の
楽
校
公
園
」
に
到
着
で
す
。

こ
の
公
園
は
「お
じ
よ
も
の
足
跡
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
親
水
池
や
ビ
オ
ト
ー
プ
、
砂

口

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
東
小
川
北

コ
ー
ス

～

水
辺
の
楽
校
公
園
　
春
の
芽
ボ
き
と
桜
咲
く
神
社
の
杜
ウ
ォ
ー
ク

～

３
月
３。
日

（日
）
、
法
の
郷
公
園
を
出
発
、
東
小
川
の
北
部
６
Ｋ
ｍ
を
巡
る
コ
ー
ス
に
２２
組
９２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

春
の
少
し
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
の
中
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
水
辺
の
楽
校
公

園
と
神
社
巡
り
、
地
域
理
解
を
深
め
な
が
ら
共
に
楽
し
い
健
康
づ
く
り
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

場

な
ど
自
然

を
楽

し
む

こ

と

の
で
き
る

公
園
で
す
。
一⊆

こ
で
は
輪
投

げ
ゲ

ー
ム
に

チ
ヤ
レ
ン
ジ
。

こ
こ
か
ら
土

器
川

の
河
川

内
道
路
を
南

進
、
中
方
橋
下

を
通
り
抜
け
河
川
敷
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
経

て
、神
宿
る
地
と
言
わ
れ
る
安
居
原
（や
す

い
は
ら
）
の
八
幡
神
社
、
八
坂
神
社
の
両
社

へ
。
満
開
の
桜
が
参
加
者
を
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
一七
⊂
は
県
下
で
も
類
例
の
な
い
三

つ
の
神
社
が
背
中
合
わ
せ
で
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
八
坂
神
社
の
タ
イ
ズ
は
地
域
や
風

習
な
ど
を
理
解
で
き
る
良
い
機
会
で
し

た
。
日販
後

は
法

の
郷
公
園

で
ゲ

ー
ム
、

「デ

ィ
ス
ゲ

ツ
ダ
ー
」
。
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ

ス
ク
を
投
げ
得
点
板
を
落
と
す
ゲ
ー
ム

は
、
皆
さ
ん
コ
ツ
が

つ
か
め
ず
苦
戦
し
て

い
ま
し
た
。
表
彰
式
、
閉
会
式
を
終
え
、
女

性
部
会
の
う
ど
ん
接
待
を
う
け
、
ウ
オ
ー

グ
ラ
リ
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。

タ
イ
ズ
出
題
、ゲ
ー
ム
の
お
世
話
、多
く

の
交
差
点
や
、
土
器
川
の
遊
歩
道
な
ど

コ
ー
ス
の
安
全
対
策
等
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
ス
ダ
ツ
フ
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
止

一
ｒ

▲
と
Ｌ

Eフジ薄う丸亀
日日FUJ:この街に、あってよかった。

丸亀市川西町1280番地1

TEL 0877‐57日2411

B[

DABWA

宅地建物取引

(売買・賃賞)

代表取締役 香〕H芳文

丸亀市飯山町下法軍寺379-4

TEL 0877‐ 98日2626
TEL 0877‐ 98山23フ¬

郵大和地所 蘇豊嶋建設郵

家族と一緒に成長する家、育てませんか?

丸亀市飯山町下法軍寺808番地 1

フリーダイヤ,レ 0120‐ 19フ‐007
(イt表  08フフー98‐3131)
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順位 チーム番号 点数

1位 17 40月魚

2位 13 36テ魚

31立 22 35ナ氣

4位 10 32月魚

5位 3 31点
〃 6 31点
〃 12 31点

81立 21 30「魚

9位 14 27月黒

10位 5 26F魚

〃 16 26;魚

121立 18 25;魚

13位 15 24月黒

14位 11 21点

15イ立 1 20F魚

〃 4 20テ魚

17位 7 19点

18イ立 2 16点

〃 9 16点

〃 19 16点

211立 20 13点

221立 8 11点

飯 山
中学校

沼動日:平日4日 間と休日のどちらか

場所 :飯山中学校体育館    部員数:16名

私たち飯山中学校女子バレー部は、徳永先生、外部コー

チの小西さんのご指導のもと、2年生 11名、3年生5名、

合計 16名で活動をしています。昨年の総体や新チームに

なつてからの新人大会では思うような結果が得られず、悔

しい思いをしました。

私たちは、「県総体ベスト4」 を目標に、国々 の練習やト

レーニングに励んでいます。飯山中学校女子バレー部の応

援をどうぞよろしくお願いします。

(女子バレー部 部長 松本音 )々

⑧

ウォークラリークイズ&解答
●

■ 児童センダーができてから◆年で何周年でしようか?

A10年   B,15年

※5月 11日 (日 )に開設○○周年記念フェスティバルがあります。遊びに来てくださいね !

日 児童センターの設置場所は次の内、どの地区でしようか?Oで囲んでください。

上法軍寺  下法軍寺

日◆年できた児重センターのス回―ガンは、「OOO つながる  ひろがる」

B.まなぶ   Cえがお

ヒント・…看板に書いてあります

― ― 一 一 ― ― ― 一 ― 一 ―
【 八 坂 神 社 ク イ ズ 】

一 一 ― 一 ― ― ― ― ― ―

Ⅲ 神社には主な建物として「本殿・幣殿・拝殿。随身門。みこし庫」があります。

参拝者が神を礼拝する建物名を1つ○で囲んでください。

本殿 幣殿 随身門   みこし庫

日 安居原は、神宿る最適の地として、県下に例を見ない背中合わせの3社が鎮座してい

ます。八幡神社は西向き、讃留霊王神社は東向き、真ん中にある人坂神社はどちらに

向いているでしようか?東西南北の1つを漠字でご記入ください。

)向き

口「茅(ち )の輪くぐり」はお正月から半年間のけがれをはらい、残り半年の無病息災を

祈願する行事です。人坂神社は

'年
ア月6日 (日)の予定ですのでご参拝ください。

茅(ち )の輪をくぐるとき、左廻りと右廻りのどちらが多いでしようか?多い方にOを

つけてください。

右廻り

令和フ年3月 4日、本

校では卒業式・‖タイ 式

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
結
果
発
表

・
エ
ー
ル

女子バレーボール部 飯山高校別れと出会いの季節

が厳粛な雰囲気の中行われ、

3年生総合学科107名 、看護

科34名、専攻科看護科23名の

計164名 が学び舎をあとにし

ました。

式典では、詫間校長の式辞の後、卒業生。
1ウイ生代表か

ら家族や学校への感謝が詰まつた心温まる答辞が述べら

れました。卒業生。イ|タイ生の今後の渚躍を本校職員一同応

援しています。

学校では4月から新入生を迎え新学期が始まりました。

C.20年

東」WII

Aあそぶ

エール
く(( Yett 〉〉)
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一　
ご
あ
ん
な
い

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行
　
一

ご

あ
ん
。な
い

飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
総
会

【国
時
】
５
月
１０
日
（土
）

９
時
３０
分
～

【場
所
】多
目
的
室

飯
山
南
地
区
連
合
自
治
会
総
会

第
２
回
運
合
自
治
会
長
会

【日
時
】
５
月
１６
日
（金
）

１９
時
～

【場
所
】
多
目
的
室

理
学
療
法
士
・保
健
師
の
健
康
相
談

【内
容
】血
圧
・体
組
成
測
定
。検
尿
・

理
学
療
法
士
に
よ
る
個
別
相
談

【日
時
】
５
月
２‐
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】第
２
会
議
室
　
　
【申
込
】
不
要

【間
合
】市
健
康
課
　
盆
２
４
１
８
８
０
６

生
遅
サ
習

ク
ラ
ブ

醜
普
南
空
手
道
場

ち
び
つ
こ
、パ
パ
マ
マ
、

老
若
男
女
み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。あ
ば
れ
ん
ぼ
う
大
歓
迎
Ｗ

【内
容
死
工手
の
基
本
練
習
・技
・

礼
儀
作
法
・健
康
づ
く
り

【日
時
】毎
週
土
曜
日
　
１０
時
～
１１
時
３０
分

【場
所
】東
小
川
児
童
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

【申
込
・問
合
】木
村

奮
０
９
０
‐８
６
９
４
‥１
６
１
１

‐
―

一コ
「９
葛
コ
コ
リ
雪
９
Ｄ

‐１
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
イ
ー
ク
２
０
２
５

【日
時
】
５
月
１８
日
（日
）
９
時
３０
分
～
１２
時

【場
所
】
法
の
郷
公
園

（雨
天
の
場
合
は
多
目
的
室
）

【内
容
】
モ
ル
ツ
ク
・ボ
ツ
チ
ャ
体
験
会

【対
象
】
誰
で
も
参
加
可
能

（但
し
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【参
加
費
】
無
料

＊
先
着
５０
名
　
参
加
賞
あ
り

東
小
川
児
童
セ
ン
ダ
ー

・
飯
山
東
小
川
公
民
館

開
設
２。
周
年

記
念
フ
エ
ス
テ
ィ
パ
ル

【日
時
】
５
月
１１
日
（日
）

１０
時
～
１３
時
３０
分

【場
所
】
東
小
川
児
童
セ
ン
ダ
ー

飯
山
南
地
域
挙
げ
て
２０
周
年
を
お
祝
い

し
ま
す
。
多
目
的
室
で
は
、
新
１
年
生
や
保

護
者
等
関
係
者
が
集
ま
っ
て
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
二
十
、
つ
づ
い
て
中
高
生
が
新
１

年
生
に
記
念
品
贈
呈
、
撮
影
が
あ
り
ま
す
。

遊
戯
室
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
輪
投
げ
等
。

バ
ザ
ー
玄
関
前
テ
ン
ト
で
は
う
ど
ん

盆
小

料
）
、
い
な
り
ず
し
他
販
売
。
中
高
校
生
、
地

元
自
治
会

・老
大
会
等
多
く
の
関
係
者
が

支
援
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
児
童
セ
ン
ダ
ー
ヘ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
讃
留
霊
工
伝
承
認
シ
響
―
ズ

成ユ
　
　
車乗
島

和
茂

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

こ
が
写
だ
摯
よう
しん　
　
　
　
　
　
　
○
香
川
県
内
鎮
座
十
五
神
社

《
小

鳥

大

明

神

》
ｏ
印
　

　

　

◎
小
鳥
大
明
神
ヲ

リ
ー
ズ

Ｎｏ
力

十
五

‐
Ｑ

副
握

弁
財
天
の
神
（右
・加
工
石
造
社
）
・
《ホ
≧
里
丞
明
扇
質
こ
が
ら
す
だ
い
み
よ
う
じ
ん
じ

鎮

座

地

蕪
不
　

神

神
社
由
緒

０
小
烏
大
切
神
（左
。自
然
大
石
社
）

皇
の
皇
孫
●
武
殻
王
（た
け
か
い
こ
お
う
百
田
國
阿
野

鵜
足
三
郡
に
封
ぜ
ら
れ
、封
内
海
岸
を
船
に
て
巡
視

せ
ら
れ
し
に
、
暴
風
雨
起
こ
り
て
御
船
漂
揺
す
。
王
は

０
宇
夫
志
奈
神
を
祈
り
し
に
忽
ち
小
烏
飛
び
来
り
て

御
船
を
導
き
、
遂
に
泊
浦
（本
島
）
に
着
き
こ
こ
を
以

て
崇
敬
厚
く
０
小
烏
神
と
裕
し
奉
れ
り
云
う
。

参
考
文
献
芸
香
川
縣
神
社
誌
≡
発
行
所
香
川
縣
神
職
會
昭
和
十
三
年
十
二
月
一日

発
行

宇
多
津
町
本
村
東

一
七
二
〇
―
三
番
地

宇
夫
階
大
神
（大
己
貴
命
）

績
津
主
神
・日
女
大
神

社
伝
よ
れ
ば
神
代
よ
り
津
之
郷
鎮
座
あ
り
し
景
行
天

守乖
'≧

講 :起

一不
■易
ｉ流
・行
・・禁
発

ゴ
リ
ラ
研
究
を
上
野
動
物
園
の

機
関
誌
に
投
稿

（３
）

機
関
誌
の
最
後
に
は
み
ち
ひ
ろ
さ
ん
の

原
稿
を
読
ん
で
の
評
価
と
し
て
次
の
よ
う

な
文
章
が
あ
る
。

て
ゴ
リ
ラ
探
訪
が
始
ま
り
ま
す
。
日
本
各
地

の
ゴ
リ
ラ
と
会
い
、さ
ら
に
そ
の
ゴ
リ
ラ
を

世
話
す
る
キ
ー
パ
ー
を
通
じ
て
、ゴ
リ
ラ
の

個
性
や
心
の
中
に
ま
で
興
味
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。
み
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
豊
か
な
感
性
と

創
造
性
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
（中
略
ど
⊂
れ

は
素
晴
ら
し
い
ゴ
リ
ラ
の
観
察
記
録
で
す
」

と
い
う
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
よ
う
で

あ
る
。
み
ち
ひ
ろ
さ
ん
は
自
分
が
研
究
し
て

い
る
ゴ
リ
ラ
の
取
り
組
み
を
認
め
て
も
ら

つ
づ
く
　
　
（三
谷
秀
樹
）

上
野
動
物
園
東
園
飼
育
係
長

吉
原
さ
ん
よ
り
（
一
部
抜
粋
）

「地
元
の
動
物
園
長
さ
ん
の
お
話
か
ら
ゴ

リ
ラ
と
出
会
い
、以
来
強
く
興
味
を
ひ
か
れ

え
て
い
る
こ
と
に
手
応
え

を
感
じ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。

ど

″
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令
和
７
年
度
自
治
会
長
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

船
口
日
田

泰

久

泰

弘

芳

樹
一
輝

一一弱
一威

裕

文

幸

信

一昂
臣

賢

二隆裕

芳

史

伸

一

俊

英

勝

則

久

枝

勇

人

隆

行

康

一
一

光

子

情俣一ｈ
庖

秀

哲

正

和

・

等

啓

子

自
治
会
長
紹
介

・
ふ
れ
あ
い
交
流
室

島 名

田

ミ

サ

ワ 原

渡 横

辺 田

島 岡

下

田 所

松 樽

本 本

日 タ

ウ

の

ン

出 南

中 草

岡 薙

西 コ

の
ス

山

団
モ

地 ス

大 員

久 鍋

保

西 旱

ζξ
_ ン

団写
地 と

三 島

宅
本

名

団

地

)||

渕

寺

井

貪悽

澤

原

,II

原

岡

中

央

矢

野

辻

進

福

嶋

切

池

中

尾

竹

林

′」ヽ

山

滝

坂

遅

田

津

郷

Jヒ

岡

増

田

中

の

坪

原

西

の

山

黒
)||

四

反

地

第

二

好

四

反

地

第

原

東

沖

香

サ||

長 安

閑 川

古 増

川 田

マ

リ

オ

ン

団

地

ネ

オ

八

イ

ツ

飯

山

お

　

お

　

く

樋

の

□

希

望

ヶ

東
　
　
　
原

櫛
田
　
弘
疱
郎

西
俣
　
勇

一

小
林
　
明
子

谷
本
　
康
晴

前
田
　
孝
義

山
下
　
信
子

棗
田
美
佐
子

横
井
　
忠
行

山
本
三
四
郎

谷
沢
　
政
則

竹
本
　
一局
裕

佐
野
　
宏
樹

原
　
小
原
　
寿
則

井
　
河
内
　
　
由豆

井
　
士
口
本
　
研

一

地
　
田
村
　
哲
也

班
　
］石
崎
　
義
隆

□
　
平
尾
　
要
範

地
　
乗
松
　
典
子

地
　
佐
川
　
晴
雄

ツ
　
長
谷
川
　
孝

地
　
由豆
島
　
口国
子

地
　
一局
木
麻
里
子

地
　
谷
田
　
　
傑

ぼ
　
松
橋
　
敏
夫

丘
　
佐
々
木
　
隆

橋
　
大
矢
根
哲
生

一
一　
亀
島
　
義
弘

地
　
士
口
原
　
重
孝

士
　
平
尾
　
榮

一

飯 中 川 東 京 前 樋 五 五 川 上 東

山
方 井

原 小
場  

反

南   八 川  の 地 反  川

団
団 団

ィ 団
団  三

飯 島 中 さ 日 サ 島 消 中 桃

山     ン 田

冒田央つ 3戻曽g山

ウ     ン イ

ン 北 南 き 吉 南 ツ 東 地 台

M樋 東

Tノ
讃 □

原

岐 新
第

富 団

いつでもザ7フエ 々

0 ∵シ彙

撒ど始ぐ

か

　

，
も

か

r石 ⌒ヽ
ヽt秋

イ
ン
ア
″
〓

鎌
呻

【令和6年度ライブラリー報告】
利用カード発行数 Ⅲ………………

貸出図書数 ,… …………………Ⅲ……

返却図書数 ・………………………

寄贈図書数 ・……………………………

利用者数 ・…………………………

●じどせんのおねえさんといつしょ

5月 21日 (水)10時30分～11時
『絵本の読み間かせとパネルシアター』
～おもしろいお話や大型絵本を楽しみましょ

※南保育所4歳児も参加

●移動図書館車かめまる号

5月 14国 (水 )

10日寺30分～ 11日寺30分

●法ちゃんくらぶ

5月 1フ日 (上 )

10日寺30分-11日寺30分
『お花のブローチを作ろう』

募集人数 :40名 (予約制)

参 力□費 :110円

●焼き菓子の販売 (パン・焼き菓子工房らば)

5月 17日 (土)11時～11時45分  ■Ⅲィ

e
ls

・… 69枚
1,843冊

1,85フ冊

・…509冊
2,502人

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●ふらっとTea Time～Jヽ物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間をすごしませんか

ご近所さんやお友達とお越しください

5月 22日 (木)9時～10時

●朝市・フリーマーケット

5月 10日 (土)10時～12時

地元農家さんの新鮮野菜。多肉植物・

季節の飾り物など

●パンの販売 0こじいろベーカリー)

5月 16日 (金)11時半～

苺

● 善

締め切り:5月 16日 (金)

参 加 費 :300円

活
　
用
　
班

予約制のイベントはコミュニティセンターまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページに『心、れあい交流室だより』を掲載しています。
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ひじきと水菜の
ツナサラダ

宝赤|ゃた募集中 宝
赤
ち
や
ん

健
康
ゲ
ツ

ト

フ
オ

|

カ
ス

法
の
郷
人

●対象者

飯山南地区在住で、

満3歳までのお子さん
0応芽できる方
お子さんの父母または養育者

●」ⅢⅢし,Aみ方法

誕生月の前月1日よでこ、件名を「蘇赤15やんI

とし、下記の必要事項をこ這己入のうえ、
メールまたは窓ロヘこ幣参く念きしち

●必要事項
。お子さんの氏名 6、 りがな)、

性別、年齢
・保護者の氏名、連絡先

●力b募 メールアドレス

曖国 hannan‐ c@mf.pikara.ne.ip

F◇∈期愚

福祉ママ、がんばつてます

コミュニティの

福祉部で渚躍され

ている福祉ママさ

んたち。高齢者 /S、

れあいの集いや配

食サービスなどで

民生児童委員さんと一緒にご高齢の方のお世話をされ

ています。

飯山南の福祉ママさんの活動がスムーズにできてい

るのは民生児童委員とタッグを組み二人三脚で、担当の

地区にきめ細かく日配り気配りができているからだそう

です。

さらに、市内の福祉ママさんたちと共同で、チャリティ

バザーとキッズボランティアワーダショップを催していま

す。この収益は寝たきりのお年寄りや児童 ,障がい者・高

齢者施設のために使われるそうです。

こんな福祉ママさんはもちろんボランティアで任期は

3年、再任は

さん|

カルシウムをとって、骨から健康に !

■材料 (2人分 )

乾燥芽ひじき …

水 菜 …… …

コーン(缶詰粒)

大 豆 (水煮)・
―

ツナ缶 (水煮)…

ごま油…………

めんつゆ………

(3倍濃縮)

ごま……………・

3g
フOg
40g
40g
35g

刑ヽさじ1

旭ヽさじ1

刑ヽさじ1

ベストショット

待ってま～す♪

■作り方

0乾燥芽ひじきは、お湯で戻して、水気をよくきる。
②水菜は、4cm幅に切る。
0コーン、大豆、ツナは、汁気をきる。
0ごま油とめんつゆをよく混ぜて、
①②③とごまをあえる。

056
北岡自治会

門先の見事なしだれ桜が迎えてくれた取材。明日は自

治会の人たちが来て花見だとか。人にも桜にも愛情を注

ぐ高尾さん、82歳です。

上下水道工事、排水工事などを請け負う高尾設備株

式会社の元社長さんです。起業の時には苦労が多かっ

たけれど、仕事は誠心誠意を尽くし、若い社員には“やっ

て見せて、やらせてみせて、誉めて伸ばす"をモットーに

育てたと。鳴門の大塚製薬や香川県庁、セシールなどに

も出向いたことがあるそうです。

息子さんに経営を譲ってからも、夜明け前に会社へ行

き、神棚にお光を灯して皆の幸せを祈りつつ手を合わす

のが日課だと。

これからも、会社の手伝いをしながら、近所の人たち

との交流も大事にしたいと。特に、3月末から4月 には、そ

の美しさに魅了されて、数人で徳島美馬市まで八百萬

神之御殿の約8000本もの桜を愛でに行くそうです。

Nα 高尾 勝吉さん

|    ́ fiブ ｀
|ヽ ′■

キ]通 わ棄ちゃん 3歳
やよtと  はる と

山本 颯人くん 3歳

HANZANMINAA/11 COMA′lUNITY AAAGAZINE No 13412025 5】   6



多
ｉ蛾一一【．

庵
Λ す

k!デ

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康

課

で
は

毎
月
１０
日
を
健

幸

の

日

と

し
、

健
康
づ

く
り
を

推
進
し

て
い
ま

す
。
令
和
フ
年
度
は

「⑤
ご
は
ん
を

楽
し
む
日
〓
②
仲
良
く
つ
な
が
る
日
」

を
重
点
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

誰
か
と

一
緒
に
食
事
を
し
た
り
、

地
域
に
住
む
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
笑
う
と
幸

一
せ
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
ス
ト
レ

ス
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

生
活
だ
よ
り

も
も
っ
こ
広
場

『公
園
で
シ
ャ
ボ
ン
玉
あ
そ
び
』

愛
育
班
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

法
の
郷
公
園
で
青
空
の
も
と
、
大
小

の
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
い
っ
ぱ
い
飛
ば
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

↓

東′JWil児童センダー・飯山東′JWil公民館

申

開認 0周年記念フェスティ′Wレ
5月 11日 (日 )

東小川児童センター・公民館は、おかげさまで開設20周年を迎
えました。記念式典のほか、新1年生おめでとうの集い、バザーや

遊びのコーナーなど楽しい催しを行います。みんなで来てね !

■ ,
ヱ02S tit＼ リ

1日 (木 )・
・・親子体操

11日 (日 )…開設20周年記念フェスティバル

14日 (水)‥・避難・消火訓練

15日 (木)―・トライアングル《子育て相談》1安中|▲ |

(子育てひろば「たんばぱ」と共催)

ツボ押しと体操

18日 (日 )・ …えほんダイム

21日 (水 )・ …出前講座「じどせんのおねえさんといっしょ」
(飯山南コミュニティセンダーにて)

フアンダジー《創作紙芝居》

移動図書館かめまる号がやつてくる

〔6月初めの行事予定】
5日 (木)―・親子体操

7日 (土 )―・マザーグース

X

東′J可 II児重センター 奮(0877)56-8778

キ崇
【田
時
】
５
月
２８
日
（水
）

Ｏ

寺

～

４

寺

【場
所
】法
の
郷
公
園

【申
込
。準
備
】
不
要

24日 (土 )

28日 lフ」く)

命J
い 守 X

戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
で
す

戦
争
は
、
人
や
の
生
命
を
脅
か
し
、
無
条

件
に
人
の
命
が
奪
わ
れ
る
最
悪
の
行
為
、
つ
ま

り
生
き
る
権
利

（生
存
権
）
を
阻
害
す
る
行

為
で
す
。
平
和
の
中
で
こ
そ
人
権
尊
重
が
息

づ
く
の
で
す
。
人
権
を
軽
く
見
て
い
る
と
戦
争

の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

担
当
職
員
の
紹
介

令
和
フ
年
度
、
丸
亀
市
と
コ
ミ
呈

一テ
ィ

の
橋
渡
し
の
役
割
を
担
う
職
員
の
配
置
が

あ
り
ま
し
た
。

●
ま
ち
づ
く
り
担
当

選
管
事
務
局
…
…
…
香
川

賢
史
さ
ん

建
設
課
…
。…
・…
…
。大
森

隼
人
さ
ん

０
防
災
担
当

税
務
課
…
…
。…
…
≧
□
村

紀
哉
さ
ん

０
保
健
担
当

保
健
師
…
…
…
…
…
宍
戸

有
未
さ
ん

令和 7年度

就学。就園等状況
(令不ロフ年4月 1日現在)

施設名  年齢停年)1就学数伏)

南保育所

こども園

交
番
だ
よ
り

国
際
電
話
の
発
信

・
着
信
の

無
償
休
止
に
つ
い
て
の
案
内

特
殊
詐
欺
の
犯
人
グ
ル
ー
プ
は
、
国
際
電

話
を
利
用
し
て
ア
ポ
電
を
掛
け
て
き
ま
す
。

固
定
電
話

。
ひ
か
り
電
話
を

対
象
に
国
際
電
話
の
発
着
信
を

無
償
で
休
止
す
る
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

◇
お
申
し
込
み

。
お
問
い
合
わ
せ
◇

「国
際
電
話
不
取
扱
受
付
セ
ン
ダ
ー
」

金
０
１
２
０

１
２
１
０

１
３
６
４

（通
話
料
無
料
）

【取
扱
時
間
】

オ
ペ
レ
ー
ダ
案
内

一
平
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

自
動
音
声
案
内

【
平
田
＼
土
日
祝
２４
時
間

そ
の
他
に
も
条
件
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く

は
、
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

丸
亀
警
察
署
代
表
電
話
盗
２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
金
♯
９
１
１
０

南小学校

中学校

1歳児

2歳児

3歳児

4歳児

5歳児

計

3歳児

4歳児

5歳児

言十

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生

計

1年生

2年生

3年生

計

11

25

21

24

22

103

34

35

36

105

41

3フ

41

36

56

43

254

141

143

140

424
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ω
掲載ページ

凸

パンの日

叫
かめまる号

)1已く

青パト巡回日 カ
レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

出1● ・ 私の健康アップ開始

・ あいさつ運動 (防災部)

20

30 憲法記念日

休館日 ・ 第76回お城まつり

40 みどりの日

休館日 ・ 第76回お城まつり

50 こどもの日

休館日

6● 振替休日

体館日

7● ・ 防犯パトロール隊出発式

100 ・ 飯山南コミュニティ協議会総会ロ
。女性部会総会  ・ 朝市・フリーマーケットω

17o ・ 法ちゃんくらぶ ω

18o ●にじいろカフェ紅山  ・ 健康ウォーク
●チャレンジウィーク2025ロ

19o 休館日

20●

21o ・ 健康相談D
●じどせんのおねえさんといっしょω

226 ●ふらっとTea Time c匹 〕

>E=   230

11(D
・ 霙そ訴詭童センター20周年記念フェスティバルCコ)    2,7●

120 280

13● 296

140 Lw'Eく   300

150 310

160 ・ 介護予防のための体操教室       お

・ 飯山南地区連合自治会総会。第2回連合自治会長会 ロ

2419

25(3

261〕 休館日

・ 私の健康アップ 最終日
●ももつこ広場 0

6/10● ・ 私の健康アップ記録用紙 提出締め切り

86

90

南
小
学
校
で
は
４
月
９
日
、
１
年
生
４‐
名

が
入
学
、児
童
数
２
５
４
名
と
な
り
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、新
学
期
の
始
ま
り
と
共

に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
、
元
気
に
毎
日
学

校
へ
登
校
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第

一
登
校
日
、
午
前
フ
時
１０
分
～

５。
分
ま
で
学
校
正
門
等
３
か
所
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
部
員
が
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
ま

す
。
横
断
歩
道
で
は
児
童
が
来
れ
ば
、横
断

旗
で
運
転
者
へ
停
止
の
合
図
を
出
し
横
断

さ
せ
ま
す
。
渡
り
き
っ
た
児
童
は
運
転
者
に

深
々
と
頭
を
さ
げ
、
大
き
な
声
で
「あ
り
が

と
う
ど
ざ
い
ま
す
」
、
運
転
者
も
笑
顔
で
応

答
。
コ
ヽヽ
二
二
テ
ィ
部
員
も
運
転
者
に
お
礼
の

会
釈
で
す
。
学
期
初
め
の
事
故
発
生
率
は
高

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一⊂
の
光
景
が
あ
る

限
り
横
断
歩
道
で
の
交
通
事
故
は
発
生
し

な
い
と
確
信
し
ま
し
た
。

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。
し
か
し

場
所
に
よ
っ
て
は
車
が
停
止
し
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
日
本
自
動
車
連
盟
の
調
査
で

は
、信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の
車
の

一

時
停
止
率
に
関
す
る
調
査
で
、香
川
県
は
全

国
平
均
よ
り
約
１１
ポ
イ
ン
ト
低
い
４‐
．９
％

で
す
。

運
転
者
は
歩
行
者
優
先
、歩
行
者
は
運
転

者
へ
の
会
釈
な
ど
の
心
配
り
が
で
き
る
交
通

安
全
意
識
の
向
上
が
交
通
事
故
の
な
い
地

域
社
会
を
つ
く
り
出
し
ま
す
。

（文
責
　
進
　
和
彦
）

石ヽれあい殉レンダー
5月

争札!TE庁
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あ
い
さ
つ
運
動
参
加
で

見
か
け
る
光
景

地
域
の
様
子
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